8-4-1 技術委員会

1. 技術委員会の予算

　　　予算：14,300,000円

2. 主な活動の記録

(1) 委員会の開催

　　委員会１回開催。

　　専門委員会での活動を重点とするため技術委員会としての集合は極力押さえ、メールで協議、情報交換を行った。（月次報告、技術部会資料配布、常任理事会からの指示事項等）

  (2)エラー事例集作成とセミナーの開催

　　（担当：照査特別WG）

　　当委員会照査特別WGと技術部会マネジメントシステム委員会協働で品質セミナーを全国9支部9会場で開催した。

　　　参加者907名（協会員等726名、発注者団体181名）

　（3）国土交通省調査対応

1 ソフトウエアのバグによる設計ミスについて、国交省より協会としての対応姿勢に付いて問い合わせがあり、技術委員会で協議。

バグ情報等を収集し必要に応じて、ソフト会社に申し入れる仕組みを作る方向で検討

　　②再委託の実態に付いて調査依頼があり、会員各社に調査を実施

　（4）建設コスト縮減事例調査

　　　（担当：建設コスト縮減WG）

　コスト縮減事例は、昨年度までで収集を一時中断（目新しいものがないため）。
　コスト縮減が施工側に求めるもののみにならないよう、コンサルタントとしての縮減策に付いて検討を行った。

（5）技術開発に関する協会支援の検討

　　（担当：技術開発支援WG）

　　建設コンサルタントとして新技術の継続的開発を行っていく必要があるが、コストのかかる技術開発に対して、協会としてどのような支援ができるかに付いて、昨年実施したアンケート調査結果に基づき今年度一応の方針を立てた。

協会内部での議論を基に方針の修正を行う。

（6）RCCM自主学習・演習用教材作成

　　昨年度に引き続きＲＣＣＭ自主学習・演習用教材を作成した。今年度は、法改正などの緊急な改定の必要がある分野のみ実施。

　　　来年度の大幅改定に向けて各専門委員会で引き続き検討

（7）白書作成

　　白書に付いて担当部分の作成を行った。

3．次年度の活動に付いて

　本年度事業を引き続き実施する。

1 エラー防止活動（照査特別WG）

2 技術開発支援検討（技術開発支援WG）

3 建設コスト縮減検討（建設コスト縮減WG）

4 RCCM自主学習・教材作成

5 国交省等調査対応

6 白書・対外活動支援

（技術委員会委員長　永冶　泰司）

